
ジカウイルス感染症に関する追加的な対応について

※なお、今回のジカウイルス感染症に関する関係省庁対策会議より、以下の構成員を追加
スポーツ庁審議官、厚生労働省大臣官房審議官（医政、精神保健医療、災害対策担当）、観光庁審議官

資料３

ＷＨＯによるＰＨＥＩＣ宣言後、 ２月２５日、我が国において初めての輸入症例が確認されたこと等を受け、政府においては、「ジカウイルス
感染症に関する当面の対応について」（平成28年２月９日国際的に脅威となる感染症対策関係閣僚会議報告）で取りまとめた対策に加え、
次の措置を講じる。

 「蚊媒介感染症に関する特定感染症予防指針（平成27年厚生労働省告示第260号）」にジカウイルス感染症を追加する改正を行い、国・都道府県・医
療機関等が一体となって予防対策、まん延防止対策等の更なる推進を図る。（厚生労働省）【３月下旬・パブリックコメント中】

① 検疫体制等の迅速な整備

全国１３箇所の検疫所・８０箇所の地方衛生研究所における検査体制の整備について前倒しし、２月１９日までに検査キットを配布済み。（厚生労働省）

 輸入症例の発生状況等について、厚生労働省ＨＰ、外務省海外安全ＨＰ等によりきめ細かく情報提供を行うとともに、検疫所において、ブラジル等の
中南米の流行地域との入国者・出国者にリーフレットを受け取るよう、注意喚起を徹底する。（厚生労働省、外務省）【速やかに実施】

 旅行業関係者に対し、ブラジル等の中南米の流行地域へ渡航する方へのリーフレット配布を依頼し、注意喚起を強化する。 （厚生労働省、国土交通
省）【速やかに実施】

 パスポートセンターにおいて、ブラジル等の中南米の流行地域へ渡航する方へのリーフレット配布を依頼し、注意喚起を強化する。（外務省、厚生労
働省） 【速やかに実施】

 リオデジャネイロオリンピック・パラリンピック関係者に対し、安全対策に関する説明会を開催し、最新情報を提供する等、注意喚起を強化する。（外
務省、文部科学省）【３月上旬】

② 国民への情報提供の強化

２月１６日、厚生労働省ＨＰに掲載されているＱ＆Ａを更新し、流行地域から帰国した男性に妊娠中のパートナーがいる場合の性行為による感染の予防
について追加。（厚生労働省）

北米等においても輸入症例が発生していることを踏まえ、中南米以外における症例の発生状況についても、引き続き、情報収集を徹底する。（厚生労
働省、外務省）

③ 情報収集の徹底

 ジカウイルス感染症被害に対する流行国への支援の具体的内容に関して調整中。（外務省）【速やかに実施】

④ ワクチン・治療薬・診断法の研究開発の促進

開発可能性のあるワクチンについて、迅速な開発を個別具体的に支援する「開発促進チーム」（内閣官房、外務省、厚生労働省、国立感染症研究所、
AMED、PMDA）を２月２３日に開催し、多角的な支援の検討に着手。

⑤ 流行国への適切な支援

検疫所において検査を実施し、感染が明らかになった入国者について、検疫感染症に位置づけることにより検疫所から地方自治体に直接情報提供すること
で、地方自治体における相談等の対応を迅速・円滑に行う。（厚生労働省）

内閣官房・外務省・文部科学省
厚生労働省・国土交通省

2016年２月25日



※平成28年２月24日現在 中南米における流行地域
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厚 生 労 働 省

中南米地域で 「ジカウイルス感染症」 が流行

特に妊婦及び妊娠の可能性のある方は
ご注意ください

【妊婦及び妊娠の可能性のある方へ】

近年、ブラジルにおいて小頭症の新生児が増えており、ジカウイルスとの関連が示唆さ
れています。このため、妊婦の方及び妊娠の可能性のある方は流行地域への渡航を控
えた方が良いとされています。やむを得ず渡航をする場合は、特に蚊に刺されないように
注意してください。

【流行地域に渡航される方へ】
【渡航中】

流行地域では、長袖、長ズボンの着用や、蚊の忌避剤（虫除けスプレー等）の使用など
により、蚊に刺されないように注意してください。

【帰国時】

蚊にさされたことだけで過分に心配する必要はありませんが、心配なことや発熱等の
症状のある方は、検疫所にご相談ください。

【症状】
主として軽度の発熱、頭痛、関節痛、
筋肉痛、斑丘疹、結膜炎、疲労感、
倦怠感などを呈します。これらの症状
は軽く、通常、2～7日続きます。

【治療等】
対症療法となります。通常は比較的
症状が軽く、特別な治療を必要としま
せん。

【予防対策】
流行地域に渡航される際は、蚊に刺
されないように注意してください。

【流行地域】
アフリカ、中南米、アジア太平洋地域
で発生がありますが、近年は中南米
で流行が拡大しています。
また、中南米以外（米領サモア、マー
シャル諸島、サモア、トンガ、カーボ
ベルデ及びタイ）でも発生しています。

別添
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